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広島大学短期交換留学プログラム 派遣留学報告書 
HUSA (Hiroshima University Study Abroad) Program Report 

派遣プログラム 

Name of Program 
☑HUSA  □USAC  □UMAP 

留学先大学 

Host University 
タマサート大学  （国名/Country：タイ ） 

所属学部・学科等名 

School/Graduate School at Host  

SIIT 

在籍身分 

Status at Host University 

Exchange Student 

(ex. Exchange Student, Special Auditing Student) 

留学期間 

Period of Program 

   2021 年 8 月 9 日   

～ 

(YYYY /MM/ DD) 

   2021 年 12 月 2 日 

(YYYY /MM/ DD) 

 

１．留学するまで / Preparation for the Program 

留学への志望動機・ 

派遣先大学を希望した理由 

Purpose of Study / Reason of  

Host Choice  

情報学に関することを学ぶため 

留学準備を始めた時期 （応募す

る何か月前ですか？） 

Commencement of Preparation 

for Application 

3 か月ほど前 

事前準備について（どのような準

備をしたか，しておけばよかった

か） 

Preparation Completed Prior to 

Study Abroad 

履修する授業に対する勉強をもう少ししておけばよかった 

 

2．渡航について / Visa and Flight Information 

 

3．留学費用について / Expenses 

支
出
額 / E

xpenses 

総額 

Total Amount 
 円/yen 

内訳 

Details 

渡航費（往復）/ Flight Ticket (Round Trip)  円/yen 

ビザ申請手数料/ Visa Application Charge  円/yen 

予防接種費用 / Immunization Charge  円/yen 

保険料 / Travel Insurance  円/yen 

教材費（授業料以外の学費） 

/ Learning Material (Extra Tuition Fee)  
 円/yen 

宿舎費（住居費）/ Accommodation Fee  円/yen 

光熱費 / Utility Cost  円/yen 

食費 / Meal Cost  円/yen 

通信費（インターネット・携帯）/ Internet, Phone  円/yen 
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交通費（宿舎－大学間） 

/ Transportation (Accommodation ~ Univ, Campus) 
 円/yen 

交際費 / Social Expenses  円/yen 

その他 / Others（      費）

（      費） 

（      費） 

 

 

 

円/yen 

円/yen 

円/yen 

4．授業・修学について / Courses and Study 

授業の概要について（カリキュラム，

プログラム，履修した科目，時間数，

履修形態等）/ Brief Description of Courses 

(Curriculum, Program, Registered Courses, 

Study Hours, Course Style) 

Artificial Intelligence 機械学習に関する基本的なプログラミング技法や概念

の習得 

Computer Vision 画像処理に関する知識の習得 

Digital Circuit 電子回路についての基本的な知識から演習を通して電子回路

を設計 

単位互換希望の有無 / Credit Transfer 

from Host to Home University 

☑有/Yes    □無/No 

授業・勉強についてのアドバイス（留

学前の履修，留学中，単位取得等）/ 

Advice for Class and Study (Before and 

During Study Abroad) 

自分の興味関心に従って授業を履修できれば充実した留学になると考える 

日本と異なる授業形態などにおける困

難や挑戦（ティーチングスタイル・先

生と学生の関係性など）/ Difficulties and 

Challenges Faced in Classes Different 

from Japan (Teaching Style, 

Relationship with Professors/Lecturers) 

オンラインであったので特になし 

 

 

5．生活等について / Lifestyle 

6．帰国後の進路について
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acquisition of credits of 

required courses and 

practicum, etc. 

7．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等  
/ Useful Books and Website for Study and Life Abroad 
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注１） 報告書およびその内容は，留学希望者への情報提供のため，HUSA ホームページおよび広島大学ホームページへの掲載，事

務室での閲覧や大学の留学情報案内の作成のために利用させていただきます（氏名及び学生番号については，非公開としま

す）。ただし，公開にあたり不適切と判断された内容については，国際交流グループにて削除等させていただきますので予

めご了承ください。/ This report and its contents will be uploaded on website of the HUSA and Hiroshima University, browsed 

at the office and used for information regarding study abroad at Hiroshima University in order to provide information to 

students who desire to study abroad. (Student name and student number are not published). If the report and its contents are 

included inadequate contents to be published, it would be deleted or amended it by International Exchange Group. 

 

 

 

9．自由記述（日本語・1,200 字程度）/ Feedback (English about 600 words) 

・以下の点を踏まえ，記述して下さい。/ Please give your feedback including the following points: 

① 留学を終えての所感 / Please describe and evaluate your study abroad experience briefly. 

② 留学期間中，最も印象に残った体験・出来事 / What was the most impressive experience in your study abroad 

experience?  

③ 留学の成果，留学前と比較して成長した点 / What is your achievement through the study abroad experience?  

④ 今回の留学での経験や成果を今後どのように活かしたいか（将来のキャリアパスも含めて）/ How do you want to 

make use of your study abroad experience in the future including your career?  

 

・写真を 2～3 枚程度，貼り付けてください（写真 1 枚当たりの容量は，500KB 以下に縮小して下さい）。 

Please add 2-3 photos (within 500 KB per a photo). 

 

①まずは、滞りなく留学を終えることができ満足している。日ごろから英語で実施される授業を受けているおかげ

か、言語に関する問題はなかったように感じる。しかし、自分自身の専門外の履修であったため、少し理解が追い付

かない部分があった。 

②タイ語の授業を無償で実施してくれたこと。 

③やはり知識に関して新たな学びを得ることができたことが成長であると感じる。 

④今回の留学にて自分の興味は変わらず IT 系にあるということを実感した。特に、機械学習における情報の処理や

考え方に対する興味関心が強まった。また、将来は学んだことを活かしながら、自分自身で知識をアップデートする

ことで、社会に貢献できるエンジニアになりたい。 


